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【所属名：ガス水道局】 

【会議名：糸魚川浄化センター環境保全会議】 

 

会 議 録 

作成日 令和３年５月 21日 

日 令和 3年 5月 7日(金) 時間 13：25 ～ 15：00 場所 糸魚川浄化ｾﾝﾀｰ２階会議室 

件 

名 

協議事項                                  （公開） 

議事 

（１） 令和２年度事業報告について 

  ・放流水水質試験 

  ・公共用水域水質試験 

  ・内水面水質試験 

  ・臭気調査 

  ・臭気測定 

  ・糸魚川浄化センター工事 

（２） 令和３年度事業計画について 

  ・糸魚川浄化センター環境整備 

  ・糸魚川浄化センター工事 

  ・糸魚川総合病院駐車場 

  ・水洗化率 

（３） その他 

  ・下水道経営戦略の改定 
 

出 

席 

者 
【出席者】 13 人 

  金子会長、穂苅副会長、比護委員、吉岡委員、水島委員、小林委員、 

  木村委員、渡辺委員、田村委員、樋口委員、楠田委員、木嶋委員、吉田委員 

【事務局】 ５人 

樋口局長、鍋島係長、田代係長、池滝主査、林主査 

【同席】  ３人 

      糸魚川二幸 

傍聴者定員 無 傍聴者数 ０ 人 

会議要旨 

１ 開会（13：25） 進行 田代係長 

２ 委嘱状の交付 

３ あいさつ 樋口局長 

４ 環境保全会議の役割について（説明：事務局） 

５ 協議事項 

□開示 

□一部開示 

□不開示 

□時限不開示 (開示:    年  月  日) 

(理由:条例第 条第 号 該当) 



  環境保全会議会長・副会長の選出について 

   会長に金子澄之委員、副会長に穂苅晃委員を選出 

６ 議 事 

 （１）令和２年度事業報告について（説明：事務局、臭気調査は樋口委員） 

   ・放流水水質試験 

   ・公共用水域水質試験 

   ・内水面水質試験 

   ・臭気調査 

   ・臭気測定 

   ・糸魚川浄化センター工事 

 

【質疑・意見】 

（委 員） 臭気指数とあるが、機械で測定しているのか。 

（事務局） 上越環境科学センターの機械で行っている。 

（委 員） 10 未満というのは？ 

（事務局） 10 以上でないと感知できないという数値である。 

（委 員） パトロール員の調査に代わるものとできないか？ 

（事務局） 風下で測ることから、定点での調査とならない。今後の検討とさせてもらいたい。 

（委 員） 資料４（公共用水域）のＢＯＤが協定値の３を超えているのではないか。 

（事務局） ３という協定値は浄化センター敷地から流出する水に対するものであり、公共用水域

に対するものではない。 

 

 （２）令和３年度事業計画について（説明：事務局、環境整備の一部は吉田委員） 

   ・糸魚川浄化センター環境整備 

   ・糸魚川浄化センター工事 

   ・糸魚川総合病院駐車場 

   ・水洗化率 

 

【質疑・意見】 

（委 員） 処理水の流れはどうなっているのか。 

（事務局） 水処理施設から修景用水路に流して竹ケ花川へ放流している。 

（委 員） 処理水のみなのか。 

（事務局） 処理水の水温が高いことから、以前は修景用水路に用水の水を流していた。ホタル舎

内は処理水のみである。 

（委 員） 処理水は普通の水とは違い、水温ということが問題になってくる。ホタルの生育とい

うことを考えれば、カワニナが生息できる水温かどうかが大事になる。 

（委 員） 駐車場の件であるが、コロナワクチン接種のためというのは理解できるが、長期的な

目的外の使用はよいのか。昔は規制が厳しかった。芝生広場が緊急用ヘリポートとな

っているが、臨時的な使用ということで手続きを進められたと思う。コロナのワクチ

ン接種のためとなれば、長期化するのではないか。 

（事務局） 規制は緩やかになってきている。手続きが不足しているかもしれないので確認したい。 



（委 員） 汚泥処理はどうしているのか？ 

（事務局） 明星セメントと長野、長岡の肥料工場で処理しており、分散してリスクを軽減してい

る。 

（委 員） 上越市は発電に利用しているような話もあるが？ 

（事務局） 消化ガス利用の話だと思うが、糸魚川には汚泥の消化施設自体が無い。 

 

 （３）その他（説明：事務局） 

   ・下水道経営戦略 

 

【質疑・意見】 

（事務局） 以前の会議で提案のあった海川へ直接放流する話だが、浄化センターを整備する際の

検討資料に記載があり、海川の水位が上がった際に逆流する危険性があることから竹

ケ花川へ放流する形となったという経緯が確認できたので報告します。 

（事務局） 次回の開催についての提案です。現在整備が概ね完了した青海浄化センターやこれか

ら整備する能生浄化センターの現地見学という形で開催できればと考えています。 

（委 員） どういう視点で見たらよいかアドバイスをしていただきたい。 

（事務局） 竹ケ花川の蓋掛けの話だが、管理している建設課や鉄道事業者の了解がもらえれば、

複数年でやりたい。 

（会 長） まずは仮設でやってみればいい。効果が確認できたらちゃんとすればいい。 

（事務局） 仮設といっても管理上検討すべき点があるので、確認のうえ進めたい。 

 

 

７ 閉会（15：00） 


